
　

昨
今
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
読
解
力
不
足
は
、
過
保
護
だ

と
思
わ
れ
る
生
徒
ほ
ど
学
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
決
定
的
に
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動

す
る
力
が
乏
し
い
か
ら
な
の
で
す
。

　

鶴 

居 

の 

観 

光 

発 

信 

へ 

提 

言

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
と
協
定
立
命
館
慶
祥
高
校
が
発
表

　
【
札
幌
】
立
命
館
慶
祥
高
校
（
江
別
市
）
の
観
光
開
発
講

座
研
究
発
表
会
が
12
日
、
札
幌
で
行
わ
れ
た
。
講
座
で
学
ぶ

生
徒
た
ち
が
、
同
校
と
協
定
を
結
ぶ
鶴
居
村
な
ど
3
自
治
体

に
つ
い
て
観
光
開
発
の
観
点
か
ら
提
言
。
若
い
人
た
ち
向
け

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
活
用
し
た

情
報
発
信
や
冬
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
発
表
。
招

か
れ
て
聴
講
し
た
大
石
正
行
村
長
は
「
よ
く
短
期
間
で
ま
と

め
て
い
て
、情
報
発
信
な
ど
参
考
に
な
っ
た
」
と
評
価
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
武
田
博
）

　

立
命
館
大
学
に
進
学
す
る
3
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
コ
ー
ス
の
一
つ
。
観
光
に
焦
点
を
当
て
、
現
地
調
査
な
ど

を
行
い
、
地
方
創
生
の
ア
イ
デ
ア
を
観
光
面
か
ら
ま
と
め

る
講
座
で
18
人
が
受
講
。
鶴
居
村
な
ど
「
地
方
創
生
人
材

育
成
重
点
枠
」
の
協

定
を
締
結
し
て
い
る

自
治
体
の
中
か
ら
、

２
０
１
９
年
度
は
鶴

居
や
宗
谷
管
内
幌
延

町
、
後
志
管
内
仁
木

町
な
ど
5
自
治
体
を

選
定
。
発
表
会
は
2

回
に
分
け
て
実
施
し

た
。

　

鶴
居
村
を
担
当
し

た
の
は
釧
路
出
身
の

松
岡
耕
平
君
を
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
4
人
。

　

昨
年
10
月
20
日
か
ら
3
日
間
、
鶴
居
村
を
回
っ
た
。
提
言

で
は
情
報
発
信
を
高
齢
者
層
と
若
い
人
に
分
け
、
若
者
向
け

に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
求
め
た
。
村
で
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

を
利
用
し
て
い
る
が
、
発
信
力
が
弱
い
こ
と
を
指
摘
。
フ
ォ

ロ
ワ
ー
が
多
く
影
響
力
の
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
依
頼

す
る
な
ど
し
て
、
一
方
通
行
で
は
な
い
効
果
的
な
情
報
発
信

を
求
め
た
。
高
齢
者
向
け
に
は
安
価
な
情
報
誌
の
活
用
を
提

案
し
た
。

　

ま
た
村
内
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
空
き
室
の
中
期
滞
在
者
向

け
宿
泊
施
設
と
し
て
の
活
用
や
、
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
レ

ン
タ
ル
用
品
を
貸
し
出
し
て
行
う
冬
の
キ
ャ
ン
プ
、
町
名
を

生
か
し
鶴
へ
の
憧
れ
が
強
い
中
国
へ
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
も
挙

げ
た
。

　

な
ぜ
立
命
館
が
鶴
居
村
に
つ
い
て
？
札
幌
の
私
学
と
釧
路

の
公
立
高
校
の
取
り
組
み
の
違
い
、
こ
れ
が
格
差
で
す
。

明 

輝  

高 

校 

の 

あ 

り 

得 

な 

い 

校 

則 

！

　

先
日
、
制
服
の
上
着
を
着
る
の
を
忘
れ
て
い
っ
た
Ｔ
君
の

話
で
す
。
明
輝
高
校
で
は
決
め
ら
れ
た
服
装
で
行
か
な
け
れ

ば
、「
異
装
許
可
願
」
を
書
か
な
け
れ
ば
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
驚
く
の
は
反
省
文
（
原

稿
用
紙
2
枚
）
ま
で
書
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

上
着
の
ブ
レ
ザ
ー
を
忘
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
す
。
規
則
で

は
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
上
に
ブ
レ
ザ
ー
と
決
ま
っ
て
い
て
、
着
て

い
た
フ
ー
ド
付
き
ト
レ
ー
ナ
ー
を
着
る
こ
と
が
出
来
ず
、
寒

い
一
日
を
過
ご
し
た
と
い
う
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
驚
く
と
言
う
か
あ
き
れ
る
こ
と
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
授
業
中
に
ト
イ
レ
に
行
っ
て
戻
る
と
き
に

は
、
職
員
室
に
行
っ
て
「
入
室
許
可
」
の
用
紙
を
持
っ
て
教

室
に
行
か
な
い
と
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
言
う
の
で
す
。
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休
塾

◆
修 

了 

式        

休
塾

春
分
の
日　

休
塾

●
小
学
校
卒
業
式

★
公
立
高
校
合
格
発
表

休
塾

●
中
学
校
卒
業
式

高
校
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
授
業

休
塾

◆
景
雲
・
鳥
取
期
末
テ
ス
ト
（
9
日
）

◆
富
原
・
鳥
取
西
期
末
テ
ス
ト
（
6
日
）

★ 

公 

立 

高 

校 

入 

試 

★ 

休
塾

●
高
校
卒
業
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休
塾
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■ 3 月の予定 ■ストップ  過 保 護・過 干 渉 

　

こ
れ
は
も
う
、
異
常
と
い
う
か
狂
っ
て
い
る
と
し
か
言
い

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ａ
Ｉ
時
代
、
グ
ロ
バ
ー
ル
社
会
と
い
う
大
変
な
時
代
を
生

き
て
い
く
若
者
に
必
要
な
の
は
発
想
力
と
行
動
力
で
す
。
生

徒
た
ち
の
可
能
性
を
否
定
す
る
バ
カ
げ
た
校
則
で
す
。
こ
ん

な
指
導
し
か
で
き
な
い
高
校
へ
行
く
意
味
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
無
能
な
教
育
者
は
必
要
な
い
の
で
す
。

　

何
度
も
言
っ
て
き
ま
し
た
が
50
年
以
上
前
か
ら
釧
路
高
専

に
は
制
服
も
校
則
も
な
い
の
で
す
。
そ
の
中
で
自
己
責
任
を

自
覚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
に
向
か
っ
て
5
年
間
勉
強
し
て

専
門
知
識
を
身
に
付
け
る
。
そ
れ
が
今
日
、
企
業
か
ら
の
圧

倒
的
な
評
価
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

過
保
護
や
過
干
渉
に
は
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
何
も
あ
り

ま
せ
ん
。
彼
ら
の
可
能
性
を
奪
う
だ
け
で
す
。

一 日 に 一 度 は R-GROUP
の確認をお願いします。

　

公
立
高
校
の
入
試
ま
で
あ
と
3
日
に
な
り
ま
し
た
。

大
事
な
15
の
春
の
高
校
入
試
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
問
題

で
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
体
調
を
整
え
て
落
ち

着
い
て
受
験
し
て
下
さ
い
。
試
験
終
了
後
は
塾
で
自
己
採
点

を
行
い
ま
す
。

　

学
校
の
休
み
が
5
日
以
降
ど
う
な
る
の
か
が
分
り
ま
せ
ん

の
で
、
中
学
校
の
期
末
テ
ス
ト
つ
い
て
も
実
施
さ
れ
る
か
ど

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
事
な
期
末
テ
ス
ト
で
す
か
ら
一
応
、

テ
ス
ト
に
備
え
て
家
で
し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
く
こ
と
で

す
。

　

塾
の
対
応
は
基
本
的
に
学
校
に
合
わ
せ
る
予
定
で
す
が
、

感
染
予
防
の
対
策
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
の
で
場
合
に

よ
っ
て
は
塾
に
き
て
勉
強
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
状
況
が
変
わ
れ
ば
Ｒ
・
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ

に
掲
載
し
ま
す
。
毎
日
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　　期末テストに向けて勉強する中学生と高校生 　　　2/22 入試直前ゼミ　　　　　2/23 入試直前ゼミ最終日

国立大学２次試験に向けての最後の勉強する小澤君、山上さん   ４月まで春休み高専２年、余裕の村上君　北海道科学大学合格の富岡君

東京工科と科学大に合格の小澤君　北見看護大の京ちゃんが土産を  藤女子大の福士さんがバレンタインを  21 期生で北電の森君が差し入れを

6 期生で三ツ輪ポータスに勤務す
る岩渕君の見舞いに。胆石で胆の
うを摘出する手術を受け、取った
石を見せてくれた。大きさ 1 ｃｍ
の緑色の石でした！

19 期生でＪＲ勤務の浦田君がい
つものように差し入れを持ってき
てくれた。定期的に顔を見せてく
れる！今年に入って 2 回目。

全 8 回　週２～３日

18 期生で大学卒業後、証券会社
に就職しましたが２月で退社。３
月から横浜の不動産会社へ転職す
る織田君。塾生に飲み物を！

10 期生で大学卒業後、アルソッ
クに就職、10 年前に一流企業の
森精機へ。英語の勉強をするとい
うので問題集をあげました。



　   G I G A ス ク ー ル 構 想
  GIGA スクール構想とは、Society 5.0 時代に生きる子供たちの未来を見据え、
児童生徒向けの 1 人 1 台学習用端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的
に整備する構想で、2019 年 12 月 13 日に閣議決定された 2019 年度補正予算案に
2318 億円が盛り込まれました。GIGA スクール構想の GIGA とは通信速度で使
うギガビットではなく、Global and Innovation Gateway for All の略。誰一人取
り残すことなく子供たち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育 ICT

環境の実現に向けた施策です。平たく言うと児
童生徒に 1 人 1 台の学習者用端末と、クラス全
員が一度にアクセスしても利用できる通信環境
を整備するものです。「2020 年 1 人 1 台」を目
指して進めてきた地方交付税での予算措置など
が目に見える効果を上げてこないことを受け、
ICT 教育後進国脱却のため実施される緊急措置

です。1 人 1 台では、1 台 4 万 5000 円限度に補助を実施し、2022 年度までにす
べての小中学校で 3 クラスに 1 クラス分の学習者用端末を整備します。ここで乗
り遅れた自治体は、本当にガラパゴスと化し、そこに住む児童生徒の未来に大き
な影響を及ぼすことが想像されます。

ＩＣＴ教育ニュース 2020.1.14

全大学・高専、ＡＩ教育　文科省など、素案公表へ　年５０万人、データ演習
  文系・理系を問わず全ての大学生に人工知能（ＡＩ）やビッグデータ活用の素
養を身につけてもらおうと、文部科学省などが、大学と高等専門学校（高専）を
対象とした初級レベルの標準カリキュラム（科目）を策定した。実社会での事例
を題材に、データの活用法を教える。素案を近く公表し、意見公募後に普及を図
る。【池田知広】 
　政府は２０１９年６月に「ＡＩ戦略」を決定。その柱として、年約５０万人が
卒業する大学生と高専生が初級レベルを習得し、そのうち約２５万人をＡＩを用
いて課題解決ができる「ＡＩ人材」として育成する目標を立てた。２５年の実現

を目指す。 
　標準カリキュラムは文科省と、東京大などから成
る推進団体が策定した。素案では基本的な考え方と
して、「数理・データサイエンス・ＡＩ」をデジタ
ル社会における「読み・書き・そろばん」と位置付
けた。目標は、日常生活や仕事などの場でデータを
使いこなす素養を身につけることとした。 
　その特徴は、統計数理などの厳密さを追求するの
ではなく、購買記録など実際のデータを使った演習
を盛り込み、分かりやすく学べるようにする点だ。
データ活用事例を紹介する動画を使った学習も取り
入れる。全大学に一律に強いるのではなく、各校の

特色や学生のレベルに合わせて選択されることを想定している。 
　策定に携わった横浜市立大の山中竹春教授（医療統計学）は「ＡＩやデータサ
イエンスで世界がどのように変化しているのかを学び、『自分ごと』として捉え
てほしい。これからの時代の『リベラルアーツ』（教養教育）とも言え、今後は
全ての大学で教える体制をどう整えていくかが課題になる」と話す。 
　優れたＡＩ人材は先進各国で争奪戦となっており、経済産業省は３０年に最大
１２・４万人が不足すると試算している。文科省などは今回の初級レベルに続き、
２０年度にはＡＩ人材を育成する応用レベルのカリキュラムを策定する方針だ。 

毎日新聞 2020 年 2 月 9 日

校則で「下着は白」指定 10 校…浜松市教委、各校校長に再検討求める

　浜松市教委は 24 日、下着や靴下の色指定などの校則の見直しを促す教員研修会
を市内で開いた。2019 年 12 月に市民団体がまとめた「校則や制服を生徒本位で見
直してほしい」という調査発表・要望などを背景に市教委が各校校長に再検討を求
めた。
　心と体の性が一致しないトランスジェンダー（TG）の人らで作る「浜松 TG 研
究会」が 19 年に市立全中学校 48 校の校則を調べたところ、靴下の色を指定するの
が 44 校、下着の色を白などに指定するのが 10 校あった。 
　この日は全市立小中学校 146 校の生徒指導主事・主任が参加。校則について常葉
大の太田正義准教授（教育心理学）の講演を聞いたり、グループワークを行ったり
した。教員からは「靴下の色は白でなければいけないのか」「髪形は男女の区別を
つける必要があるのか」などの意見が出たという。今後各校は校則見直しへ向け、
アンケートなどで生徒や保護者の意見を聞き、校長が見直しを決定する。
                                                  　　　　      【福沢光一】 毎日新聞 2020.1.25

教育関係者ら有志でつくる「ブラック校則を

なくそう！　プロジェクト」が 15 歳以上の

10 ～ 50 代の男女を対象に 2018 年に実施した

中学時代の校則調査

ブ ラ ッ ク 校 則 、も う や め よ う
　地毛が茶髪の子どもに黒染めを強要、通学時の水飲み禁止――。こうした不合理
な「ブラック校則」を見直そうという動きが強まっている。８月にはブラック校則
の実態調査を求める６万３３４筆の署名が文部科学省に提出された。校則を一般に
公開することで見直しを促す自治体もある。　　　　　　　　【水戸健一、成田有佳】 

「調査を」署名６万筆 
　文科省に署名を提出したのは教育関係者ら有志でつくる「ブラック校則をなくそ
う！プロジェクト」。１５歳以上の１０～５０代の男女を対象に２０１８年に実施
した調査では、中学生のときに髪の毛の長さに関するルールを体験したのは５０代
が２５％、１０代が２７％と年代による差がほとんどなかったが、「眉毛をそって
はいけない」「下着の色が決められている」は１０代が圧倒的に高く、学校の管理
強化の傾向がうかがえるという。プロジェクトに関わる評論家の荻上チキさんは「必
要な合理的なルールもあるが、学校の管理のしやすさを優先するようなルールは不
要だ」と指摘する。 
　大阪府では、ある府立高が生まれつき茶色い頭髪の女子生徒に校則を示し、黒く
染めるよう強要した問題を受け、府教委が１８年春、府立高に対し、校則の内容を、
校則がない場合はその旨を、学校のホームページで公開することを求めた。１８年
７月までに全校が公開した。 
　東京都世田谷区は今秋から区立中学校の校則を学校のホームページで公開する。
昨年、区議会で桃野芳文議員が一部の校則を問題視したことがきっかけだった。「肌
着、下着は白」「防寒着として、セーターは許可、カーディガンは禁止」「給食中は
牛乳をしっかりと飲む」――。保坂展人区長は記者会見で「校則は校長の考え方だ
けにゆだねるのではなく、オープンな情報開示の対象として公開し、公の議論、視
線のもとで必要に応じ見直していくべきだ」と強調した。 
　中高の教員免許を持ち、教育問題に詳しい真下麻里子弁護士は「社会科や総合的
な学習の時間で扱う素材として校則を取り上げるアイデアもある。校則変更の手続
きを検討することは、どのような手順でみんなの意見を聞けば、納得できる結論を
出せるかを考えることと同じだ」と語る。　　　 　　　　　　毎日新聞 2019.10.24

　ＡＩ時代にふさわしい教育は、公立の学校でも校長の裁量で変えることが出来る
し、立命館のような私学では、多様な社会に対応できるカリキュラムを組んでいる。


